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ント●ジョン氏は此の現象を，全く線の強さにのみよるものとして，次の如
く解澤して居られます．帥ち，太陽雰園氣の全現象について氏の廣い経験
から判断して，セン5●ジョン氏が持ってるられる説によれば，フラウンホ
1プア線の強さといふものは，其の線を現はしてみるガス暦の高さについ
て可なり適確な論縁を與へるものであり，爾ほ叉，それぞれのガス層の中
では強さや方向の異なる種々の視線運動が存在するといふのであります，
最も弧い線を現はす最外部暦は，内部へ向ふガス流を表はします．故に，
粗封論の要求する赤色門門へ，爾一つ，赤へ攣移するドブラ1効果が加へ
られます．（第2表の最強い線J＝13．6を見られよ）．叉，6．2といふ中位
の強さを持…つ線群は，ほs“L中和相■（neutraler　Faser）に達してゐますから，
相封論から豫想される赤色攣位がほ・“正しい分量を示してゐます．更にも
っと微光の線では，層の深さが塘すナこめ（即ち，強さが減するため），それに
慮じて，外方へ向ふ視線流動が増し加はり，三って共のナこめに，和三論から
起る赤色攣位の親測量を減少させることになります．
　セント㊤ジョン氏は此の考へを，今までの同氏の種々な天文墨引脛験によ
って確かめようと力めて居られますが，之れには勿論なほ多く謹明を加へ
得べき黙がありませう．しかし又，此の現象を斯く川止に解明するのに封
して異論もあること無論であります．例へば，同氏が．同じ復線の中から
強さの異る線を分類して適當に7群に分けナこことに就ては，共の個々の群に
封して，もっと違った李均赤色脚質を醸出することが出演るのであります’X
う÷ ｽる二線についての詳しい研究に於いて（Ap・）「・70・312），セント●ジョン氏は此
等の困難黒占を深く研究してみるが，赤色攣移の實在性につ）・ては深く探究してみない・
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爾ほ又，セント・ジョン氏の観測は，容易に読明し得ない猫特な系統誤差も
現はれて居ります．例へば，氏は波長4⑪00A以上の線については格子によ
る憶測と干渉計による槻測とのンF均値を取って居られますが，4000A以下
では，之れに反して，格子による槻測のみを用みて居られ，ナこめに，此の
黙に於いて，測定結果に一種の飛躍が認められます．故に，あらゆる張度
群について
　　　　　　」＝（B－R）λ＞4000A一　（B－R）λ＜4000A
の差は零より小であります．（第3a表を見られよ．）それ故に，面面され
る赤色攣移は，紫外線（師ちλ＜4000Aのもの）が同じ張さの長波の線よ
りも比較的に大きいのです．爾ほ，此の効果は，バ1ンズ・メガ1ス亭亭の
槻測では，上記の系統的差違と反封の符號になります．こ〉では，彊さが
同じく波長の長い光りの晶晶に，赤色攣移は比較的大きくなります，セン
ト・ジョン氏が太陽の邊縁について行つナこ観測に於いても，λ一＝一4000Aとい
ふ限界の所では跨れに丁度相慮する飛躍が起ります．但し，符號は反封と
なります．（第3b表を見られよ・）
　　　　　第5a表　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5b表
　　　　太陽の中央部にて　　　　　　　　　　　　太陽の回縁にて
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　此等の系統的誤差は千分の3－4Aの程度に結果を傭匂し，從って，求め
られる赤色細身の量の40－50％に医するものでありますが，其の解決は
全く不可能に見えます・
　セント●ジョン氏は，方向や分量の三々なる視線流動が比較研究さるべき
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波長槻測を隣すものであるといふ考へを確めるナこめに，太陽の俗縁に於け
る線の性質を研隠しましナこ．太陽の邊縁では，上下流動が決してドブラ1
効，果を引き起しません．從って，此の太陽邊縁ではフラウンホ1フア線が
少しも上下流動のために赤色攣移を礪哺されることがありません・事實，
太陽邊縁に於ける親測結果（第4表）は線の彊さと並行する攣化を示しま
せん．之れ疑ひもなく，上下流動の説を支持する批判として了解されるべ
きでせう．しかしながら，太陽邊縁に於ける赤色攣移は一般に大き過ぎる
傾きがあり，殊に，まナこ，此の太陽邊縁では，所謂L邊縁効果「と呼ばれ
て，未だ其の本性がよく解明されてみない現象のtこめに，あらゆる波長の
光は太陽の邊縁に近づくに從ひ或る一定量だけ上曾烈し，其の量は，今求め
られる相封論上の赤色逆移と同程度である此の現象のずこめに更に大きい系
統的繍備を受けることSなります．第4表には，セント・ジョン氏が太陽の
．鵡縁について行つナこ帝位の結果を掲げます．こ5で，第：三行は年豆されナこ
数値と相W論の要求する劇評との差を記してあります．但し，創れは，相
封論からの赤色憂愁よりも以下にあるわけであります．しかしながら，他
の観測者の行つナこ結果は，一部分，太陽噂話に向って急に増大する数値を
示して居ります．
　　　　　　　　　　　　第　　　4　　表
　　　　鴨∫腔均・繊・叢論磋麻・，tw・N
　　　　　l1．9　　3894A　〔＋O．0022A　　ユ7
　　　　　　5．8　［　4c567　1　24　1　27
　　　　　　3．4　1　4600　1　20　1　48
　　　　　　1．5　1　4671　li　OO　i　4’1
　何れにしても，赤色攣移は∫LL等の観測から決して純粋な形式を示しませ
ん．只，J謝1．5といふ最も徴弱な線群だけがほ“正しい赤色真塗を見せて
居ります，太陽の中央部に於ける襯測値（第2表）と心念に於けるf耀則値
（第4表）とを直接に几狡することは無熱件には出息ません．何故と言へば，
太陽錦繍で魂測されナこ徴値は其の線の憬度に追う大小と波長に件うものと
が並行してゐますからです．殊に二二の二つの行を比較すれば明らかであ
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る如く，太陽邊縁に於ける槻測結果は太陽の中央部に於けるものよりも異
り，且つ大きい波長範園にわナこって居ります．かような偶然の差違によっ
て如f可なる程度にまで系統的誤差が観測中に入って來るかを決定するに
は，かのバ1ンス・メガ1ス心心の観測の揚合と同様に，セント・ジョン氏
の槻測値の種々違つナこ波長範圃に於ける系統的性質を研究するが好いので
す．
　セント・ジョン氏は，上述の如く太陽スペクトル中の鐵線についての観測
の外に，術ほシャン帯中の500本以上の線を研究しましナこ．シャン帯中の
515本の線の比較研究により，赤色攣移は十〇．0046Aとなりましナこ．叉，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む184本の良好なシャン隷から，過れは＋O．0050Aとなりましナこ．しかるに
理論上からは此の撒値が0．0081Aとなります．こうしナこ太陽中央部での籔
値を，セント●ジョン氏は太陽邊縁の値に持って黙るナニめに，邊縁効果とし
て＋0．0026Aを加へて，結局，それぞれ十〇．0072A及び十〇．0076Aと
いふ値を理論上の激値：十〇．0081Aに配列させましナこ．しかし，こsに，理
論と合致させるナこめに加へられナこ下縁効果なるものは，元々，金属線につ
いて赤色攣移の理論値と一致するやうに得られたものでありますから，シ
ャン帯の槻測結果も亦甚だ強く理論を支持するものと言ふことは出覚ませ
ん．
　叉，エブアシエド氏が只二つのカルシウム線H及びKについて，極めで
注意深く，あらゆる誤差の根源を考慮して行はれた槻測がありますが，下
れは爾線が太陽邊縁のプロミネンス中にも輝線となって現はれてるますの
で，其れを電孤の輝線と比較することも出庫たわけでありますが，其の結
果は，理論上の激値十〇．008A．とは違つナこ．十〇．⑪15Aといふ値を得まし
ナこ．
　要するに，吾々の結論は次の如くであります．即ち，太陽線と地上スペ
クトルとの比較研究は，太陽雄藩にある総括的赤色攣移を確實に立縛しま
す．此の赤色攣移は，其の数量も亦ほ“相国理論に要求される程度のもの
であります，しかしながら，総ての観測結果は爾ほ可なり著しく系統的誤
差に妨げられ，帥ち，波長は太陽面上の所々に於いて原因未知の複雑な影
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響にひどく左右せられ，從って，相無論に要求される赤色攣移が在るか否
かの明瞭確實なる諦明は即下ほ輿へられてるません．
　こ・に直面してみる難問題の完全な解決は，須く此の問題の根元を研究
して，種々の系統的誤差の原因を明らかにするのでなければ成就しません．
野際，太陽重星に赤色昇叙が存在するか否かの問題は，次ぎの如き，全く
無關係の二つの疑問を晒して居ます：
　1．地上に於いて，純粋正確な方法でスペクトル線の波長を提供する光
源は何であるか？
　2．太陽面の所々に於いてスペクトル線の位置が絶えず攣動ずることが
知れてみる以上，フラウンホ1フア線の標準波長とは何であるか？
　まつ，若し此の二つの問題が決定されナこならば，其の時は，太陽と地球
とに於けるスペクトル線の波長の差を総括的に言ひ表はすことが可能とな
りませう．勿論，セント・ジョン氏がヰルソン山で着手して大成功を納めら
れナこ如く，此等の研究を極めて注意深く，太陽面上に於いて行ふべきでせ
う．しかし，私の考へでは，rg　一一の疑問は，こ・に取り扱はれる問題と結
合しナこだけでは，解決の望みが少ないでせうと思はれます．例へば，吾々
の知る所によれば，一つの電孤燈に於いて，電極の距離が12－15ミリで
ある揚合，此れから獲出される光の波長は，電孤の中央から僅か敷ミリだ
け陰極の方へ移動しナこ揚合にも，既に，求められてみる重力攣移動の幾倍も
攣移して見えるのですから，電孤燈を地上の比較光源として用みることは
問題であります．又，眞室電孤を用ふるとしても此の困難は除かれるとは
思はれません．何故と言へば氣鋼製で測っナこ氣歴といふものは，電：孤の内
部に起ってるる渦巻き現豪を決して確實に表はしませんから．使用される
電孤の種類を會議で決定することも，決して困難を除去することにはなり
ません．
　此等の理由によりまして，わがボヅダムでも，赤色攣移の立謹を研究す
るために第一着手として地上光源の研究から始めましナこ．私は，後に，ご
く簡輩ながら此の研究の進渉について御報頭巾しませう，何故と言へば，
今は未だ此の研究の最後の結果を断定する適當な時とは思ひませんけれ
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ど，それでも超越の結果により甑に，観測が如何ほどまで系統的誤差によ
って色づけられてみるかといふことが判りますから．こうした難問題を詳
解するナこめには，是非にも，太陽西園氣の全問題と，標準波長の全問題を
調査して見なければなりません．
　キング氏に出れば，地上光源を，太陽雰園氣中の歌態（殊に厘i力につい
て）に同じくして研究するには，水銀柱0．01－O．1ミリ程度の眞空内に於
いて2000度以上の温度を保たしめる設備をしなければなりません．太陽の
聖母層の中の氣歴は此の範團のものです．電氣紅中に於いて幸うしナこ純消
雪的上件で作り得るスペクトルは，豫想される如く，非常に線が少なくあ
ります．しかるに，シウラi・テルフ爾氏は約2000度に熟せられtこ電氣櫨
の内部で，上述の如き低質の下に電氣放電をやりまし7こところ，今まで殆
んど作り得なかつナこやうな鮮明さと弧度のスペクトル線が現はれて，所謂
竃孤の極効果は見えませんでした．此の光源の詳細についてはテルフ氏の
詳しい論文（Z．Physik　44，　H．3＞を見て頂きたいと思ひます・此の光源は上
町の問題研究のナこめの標準光源として有用らしくあります．興れにより，太
陽スペクトル中のフラウンホ1ファ線に相當するやうな可なり線の多い吸
牧スペクトルも得られます・
　此うしナこ新護見の光源によって鐡のスペクトル線を研究しましナこところ，
到達し得る線の細さについては，今までポツダムの高塔望遠鏡の大格子ス
ペクトル爲婚儀によって完全に達し得九鮮明さに，も早や達し得ないこと
が分りました．即ち，総ての線が皆共の極めて近くにゴースト（虚像）を現
はし，之れは皆今まで別の光源を使ってゐナこ揚合には線の不鮮明のために
蔭されてるたものです．此等の格子の誤差の原因は，ヴルム氏が長い間の
努力によつて取り去られました．巨口ち此等の原因は，李面格子の格子線が
正しく直線でなかったり，叉は，何か：不明の理由により部分々々が正しく
作られてみなかつナこのに因るらしいのです．ある線の近くに出來て妨害と
なる件線（Begleiter）は，90ミリの格子線審の長さをししぼり「によって
25－30ミリに短縮することによって除去されます．尤も鳴れがために、器
械の光力を減じまずけれど，しかし分光篇眞儀の分解力は攣りません．こ
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うしてししぼり「をかけナこ格子を使って太陽スペクトルを撮影して見ます
と，太陽スペクトル中には非常に先細な吸牧線が存在することが知れます．
一般にフラウンホ1プア線の外見がボンヤリするのは，とにかく，一部分，
格子誤差によるのです，鐡のスペクFル線の中では，ごく僅かの復線が此
の如き鮮明さになります．之れは原子の基本状態，即ち，小さい作用鋳面
から生するものでありますから，つまり此等の線が原子内部のスタルク効
果の僅かな影響に在すべきものであります．
　これにより，精密に観測し得べき線の撒は極めて少数となりまずけれど，
測定の精密度は進歩し，系統的誤差の危瞼は著しく下ります．
　こうした理由により，赤色与野の全研究は，上述のやうな，ごく特別な
細線にのみ限られ，此等の線だけについて太陽面上の波長決定をしなけれ
ばならないことになります．此の目的のナこめに，全太陽面の邊縁にまでも
渡って一様に定められた貼に於ける波長を，太陽の中央部の一黒占のそれと
比較し，こうして太陽面に滑ふて波長の攣化を追円しなければなりません．
此の観測は今筒ほ終了するに至りませんが，しかし，所謂し邊縁効果■な
るものが極めて著しく現はれてるますが，其れに反して，上下流動は少し
も現はれて居ません．とにかく，フラウンホ1プア線は全太陽面に沿ふて
可なり揚持な攣化を現はし，從って此等の一々の原因が判明しない聞は吾
々の最後の問題の結局は何も言ひ得ないわけであります．第2圏に太陽の
種々の直径に滑ふて波長の鈍化が現はされて居ます．
　天文上の一つの問題を解く揚合には，まつ標準とすべき地上光源の研究
をやらねばなりません．其れは多くの副研究の完了の後に最後の結果が得
られるといふ大事業であります．何と言っても，相封理論を實験的に立諭
するといふ大事業は今日まだ決して終了したわけではありません．（li体罰
Tiseaturwissenschaften　i8，　？．2）
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